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①佐久間地区社会福祉協議会主催の子育て講座（2011 年 11 月 26 日）受講者（13 組） 
②佐久間地区社会福祉協議会主催の移動児童館（2011 年 12 月 26 日）に来館した子ども達 

















































































3. 本学調査協力学生は、1 年次生 3 名、2 年次生 1 名、4 年次生 1 名であった。調査の実施・分
析を通して、「住民から直接学ぶ」体験をしたことは今後の学習に生かされていくと思われた。 
4. 共同研究者である永井紀子さんより、以下のコメントをいただいた。 
『今回の調査では、佐久間町における地域生活の現状と生活課題について、明らかにするため
に、聖隷クリストファー大学の仲村先生の協力を得て実施いたしました。 
調査対象を従来の高齢者や小地域活動団体、子育てサークルだけに絞るのではなく、佐久間
町の将来を担うであろう子どもたちの思いを聴きまとめることとした。調査を行う中で、町外
調査員（大学生）が入ることによって地元の人には言えない本音や年代が近いからこそ言える
率直な気持ちを聴き取ることができたことは大きな収穫である。 
第 4 地域福祉活動計画の思いである「やっぱりここでの暮らしをつづけたい！～地域で助け
合いながら～」という願いを叶えていくためには、地域に住む子どもからお年寄りまでの誰も
が、役割を持ち地域での住みよさを感じられる町になっていく事が強く望まれているのだと感
じた。今後は、子どもたちが感じている自然や環境の良さをより身近に感じられる内容を取り
入れた事業の実施や子ども同士での遊べる場づくりをおこなうことで、地域に対する愛着をよ
り強く感じる地域づくりを行っていきたい。また同時に子育て世代の親子に対しては、子育て
講座を通じて居場所づくり（くつろぎの場）や仲間づくりの機会を持ち佐久間の地域で子育て
を続けていきたいと感じられる地域づくりを取り組んでいく必要を感じた。』 
 
  
